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SNS好評稼働中!
活動予定の共有にホームページを活用ください！

会員の予定など イベント等の詳細・参加申し込み各種お問合せは
各会員または事務局までお気軽に。

・ 3月17日(金)・25日(土)　NPO法人和の文化塾
　[植物染めワークショップ]　＠小田原ガスショールーム「エコリア」

・ 3月22日(水)　おだわら環境志民ネットワーク
　[令和４年度環境活動支援事業実績報告会]　＠市役所（一般会員傍聴可）

・ 3月11日(土)　合同会社小田原かなごてファーム
　[かなごて流域祭]　＠小田原城二の丸広場

・ 3月11日(土)　おだわられもんラボ＆小田原SDGs×ヨガ気功
　[めぐーるワークショップ]　＠小田原宿なりわい交流館

・ 3月29日(水)18：00-19：00

　おだわら環境志民ネットワーク
　[第30回情報交換会]＠小田原市役所またはオンライン(zoom)

　※３月の開催は第５水曜日に変更とります。

　　通常の第４水曜日開催と異なりますのでご注意ください。

ＵＭＥＣＯ環境フェスタ

(参加)おひるね生(いき)ごみハーブ畑
　　   おだわら竹あかりプロジェクト
　　   NPO法人SoELa
　　   めだかサポーターの会

2月4日(土)

Team MAMMA MemmA！

通常活動
＠風祭地区

2月5日(日)

ジャパン・マルチハンターズ株式会社

第１回小田原ジビエサミット
ジビエ体験モニターツアー＠いこいの森ほか

2月12日(日)・18日(土)・19日(日)

　おだわら市民交流センターＵＭＥＣ
Ｏの登録団体を中心に、環境啓発のイ
ベントが開催されました。

　このイベントはＵＭＥＣＯの登録団
体を中心に日ごろ取り組んでいる環境
活動のＰＲと、来場した人が環境につ
いて考えるきっかけづくりの場として
企画されました。

　当会の会員も複数参加し、生き物の
展示やパネル展示のほか、香りやカー
ドゲームなど体験型のコンテンツで楽
しみながら環境を考える工夫で溢れて
いました。

　もうすぐやってくる春のタケノコシ
ーズンを目前に控え、竹林の整備に大
忙しの様子です。数十年も手を加えら
れることなく荒れ放題になっていた竹
林はメンバーの手によって日々切り拓
かれ、だいぶ風通しがよく、陽射しが
差し込むような竹林に変化してきまし
た。並行してメンマの生産拠点の整備
も順調に進んでいます。昨年初めて商
品として完成した小田原メンマは美味
しいと各方面から好評で、今年も多く
の期待が寄せられています。

　メンバーの方々は各々忙しい中を短
時間でも時間を作って少しずつでも集
まって、日々頑張られています。

　観光庁の「地域の看板商品の創出事
業」に採択され関連事業として、様々
なイベントが開催されました。

　ジビエサミットでは現場で活動する
NPO法人おだわらイノシカネットと小
田原市長を交え、今後の獣害対策を模
索し継続的な展開を行うことを確認し
ました。

　モニターツアーでは、ジビエを食体
験、罠体験、工芸体験の３つの角度か
らコンテンツとしてツアーパッケージ
を考案し、都市部を中心に３０名の参
加者に協力していただきました。今年
から本格的に看板商品として各方面に
売り出していく予定です。

小田原ワーケーション第２回実証実験

２月19日(日)おだわられもんラボ
＠コワーキングスペース「OdaWork」

11月1日～3月31日

　地域の方々や参加者同士でのコミュ
ニケーションをテーマに、新しい発見
や出会いが生まれています。今後も様
々なイベントが開催されています。

LINE公式アカウント
友だち募集中！！

@900hxfjw

おだ
わら

環境志
民ネットワ

ークの公式ロゴマークが決定しました！総勢２９名、計３４点の応募作品の中から、

おだわら環境志民ネットワークの会員による投票で

公式ロゴマークが決定しました。今後象徴的な宣伝ツール

として様々な展開に活用してまいります。

【採用作品】

田中惠里さん

（川崎市・デザイナー）

【作品コメント】

小田原の「お」をメインモチーフに、「梅」「黒松」「竹」のほか

「コアジサシ」「ブリ」など小田原市の環境シンボルをモチーフに

また「小田原城」を加え、自然豊かな小田原を表現しました。

尚、「お」は小田原市に広がるネットワークも表現しており、梅の

花は自然豊かな小田原で暮らす喜びも表しています。

　三寒四温の言葉通り、寒かったり暖かかったりの日々です。個人的には、この時期になると花粉症に悩まされる
ので山に黄色い靄がかかっているのを見るたびに憂鬱になったりもします。しかし、最近「無花粉スギ」なる言葉
を耳にしました。自然界では、数千本に1本、突然変異によって偶然生まれた品種らしいのですが、調べてみると
結構前から林野庁などが持続可能な森林資源の循環を目指して開発を進めているようです。今後も必要性の高い造
林樹木ですので、せっかくなら無花粉が良いなと、ぜひ普及してもらいたいと藁にも縋る気持ちです。


